
以下に挙げる質問の目的は、ケア提供者が死にゆく患者へのかかわりの場面において、どの様なことを感じて

いるかを知ることにあります。全ての文は、死にゆく患者またはその家族に対するケアに関係するものです。 

「死にゆく患者」とは終末期状態であり、余命が6ヶ月以内と考えられる患者を想定してください。 

 あなた自身のお考えに最もよく当てはまる番号に○をお付け下さい。30項目全てにご回答をして下さい。 

※ 「ケア提供者」とは、家族以外で死にゆく患者のケアをする専門職・非専門職の方のことです。 

                                        

                                       

                                         

                                         

                                         

 

1. 死にゆく患者をケアすることは、私にとって価値のあることである。          1     2     3     4     5 

2. 死は人間にとって起こりうる最も悪いことではない。                       1     2     3     4     5 

3. 死にゆく患者と差し迫った死について話をすることを気まずく感じる。        1     2     3     4     5 

4. 家族に対するケアは、死別や悲嘆の時期を通して継続されるべきである。      1     2     3     4     5 

5. 私は死にゆく患者のケアをしたいとは思わない。                            1     2     3     4     5 

6. ケア提供者は死にゆく患者と死について話す存在であるべきではない。        1     2     3     4     5 

7. 私は死にゆく患者へのケアに時間をかけることはあまり好きではない。        1     2     3     4     5 

8. 私がケアをしている死にゆく患者が、きっと良くなるという希望を失ったら、 1     2     3     4     5 

私は動揺するだろう。                                                   

9. 死にゆく患者と親密な関係を築くことは難しい。                            1     2     3     4     5 

10. 死にゆく患者が、死を迎え入れる時がある。                                1     2     3     4     5 

11. 患者から「私は死ぬの？」と聞かれた場合、私は話題を何か明るいものに      1     2     3     4     5 

変えるのが最も良いと思う。 

12. 死にゆく患者の身体的ケアには、家族にも関わってもらうべきだ。           1     2     3     4     5 

13. 私がケアをしてきた患者は、自分の不在の時に亡くなって欲しい。            1     2     3     4     5 

14. 私は死にゆく患者と親しくなることが怖い。                               1     2     3     4     5 

15. 私は人が実際に亡くなった時、逃げ出したい気持ちになる。                  1     2     3     4     5 

16. 死にゆく患者の行動の変化を受け入れることができるように、               1     2     3     4     5 

家族は心理的なサポートを必要としている。 

17. 患者の死が近づくにつれて、ケア提供者は患者との関わりを                 1     2     3     4     5 

少なくするべきである。 

18. 家族は死にゆく患者が残された人生を最良に過ごせるように関わるべきである。1     2     3     4     5 

19. 死にゆく患者の身体的ケアに関する患者自身の要求は、認めるべきではない。 1     2     3     4     5 

20. 家族は、死にゆく患者ができる限り普段通りの環境で過ごせるようにするべきだ。1     2     3     4     5 

21. 死にゆく患者が自分の気持ちを言葉に表すことは、その患者にとって          1     2     3     4     5 

良いことである。 

22. 死にゆく患者のケアにおいては、家族もケアの対象にすべきである。          1     2     3     4     5 

23. ケア提供者は、死にゆく患者に融通の利く面会時間を許可するべきである。    1     2     3     4     5 

24. 死にゆく患者とその家族は意思決定者としての役割を担うべきである。        1     2     3     4     5 

25. 死にゆく患者の場合、鎮痛剤への依存を問題にする必要はない。              1     2     3     4     5 

26. 終末期の患者の部屋に入って、その患者が泣いているのをみつけたら、        1     2     3     4     5 

私は気まずく感じる。 

27. 死にゆく患者が自分の状態を尋ねた場合、正直な返答がなされるべきである。  1     2     3     4     5 

28. 家族に、死にゆくことについて教育をすることは、ケア提供者の責任ではない。1     2     3     4     5 

29. 死にゆく患者の近くにいる家族のために、しばしば専門職としての仕事が      1     2     3     4     5 

妨げられると思う。 

30. ケア提供者は、患者の死への準備を助けることができる。                     1     2     3     4     5 
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